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お茶の水女子大学附属■J稚園は、「環境に対司、る豊かな感受性を育む」というテーマを設

定して、平成20年度からa新売して研究を行ってきました。本研究紀要は、このような研

究の、 3・4午炊の成果をまとめたものです。

このテーマの下に、 1・2年次は、主として國庭の自然環境と子どもたちとの関わりあい

に焦点をあてて研究しました。3・4午次の研究は、園舎内部の空朋に力点を置いています。

園舎とその周辺のさまざまな空問が、どのように子どもたちに影粋を与え、また子どもた

ちがどのようにそれを積極的に活用しているのかを明らかにしようという試みで寸。そし

て教員たちは、そのことによって子どもたちの自己表呪の形成や他者との関わりの発展に

手を貸して、それをでき得る限り高いところまで導こうと努力していることが朗らかにさ

れています。

この紀要には全部で30ほどの事例が集められ、そこから芳察が発展しています。この

事例のーつひとつが大変興味深いものです。ここには子どもたちのある日の日常の生活の

ーこまが釖り敗られて、たいへん生き生きと描かれています。教員たちは、 R常の園児た

ちの具体的な行動を注意深く観察し、子どもたちの感情や行動をしっかりと受け止めて、

そこからその子どもに応じた、あるいはその場而に応じた指示や対応を行い、子どもたち

の意欲を引き出し、また成長させようとしています。

本園の園舎の繊造は比較的甘薪沌で、玄鬨を入るとま0すぐに長い廊下が伸び、その突き

当たりには、この園で最も広い部屋である遊戯室があります。この廊下はほぼ東西に伸び

ているので、廊下の南側に6つの保育室が並び、その北側には職員室、園長室、保健室な

どの部屋が並んでいま司、。しかしながら、一見単純な構造に見えても、実は、さまざまな

空闇があることがわかザまt。大きな空間、小さな空問、広い空問、狭い空問、長い空冏、

短い空闇、誰からもよく見える空問、人目にあま川抽れない空冏、園舎の内部の空問、園

舎の内部と外部とをつなぐ空冏、よぐ潰れ親しんでいる空闇、あまり行くことのない空油

など、さまざまな空間があります。また伺じーつの空問でも、扉を開けておくか閉めてお

くかによって、主た衝立などで区切Jるか広々と使うかによって、全く違う機能が出現しま

す。子どもたちは、この園舎のさまざまな空問を上手に使って自分たちの行動を広げ、ま

た教員たちはこの多様な空閥を最火限に活爪して子どもたちの意欲を引き出しています。

本園の教育の理念(「教育の姿勢」)は、つぎのように鴨言されています。鄭ち、「幼児一

人ひとりの恩いに沿った生活の自然な流れを大仞に芳え、同じことを同じ時にどの子ども

にも教え込むようなことはしていません。その時々に、一人ひとりに合わせた指導を行っ

て、個々の子どもの興味弌气意欲、自ら芳え行動tる姿勢を育てようとしています」と。 '^

のような教育の姿勢が、本研究においてもはっきりと貞'かれているのがわかっていただけ

るのでないかと思います。

は じ め に

園長 中村俊直



平成20年度より4年問「環境に対tる豊かな感受性を育む」をテーマとし研突に取り組み、

ここに、3・4年次の研究内容を紀要にまとめることができました。環境に関わる子どもたちの

姿を記録し事例をもとに話し合いを重ねる中で、多くの学びを得ました。目に見えるもののこ

とから研究を始めましたが、研究を進める中で、光や影、酸し出す雰囲気、時間など、目に見

えないもののことへと視点がひろがっていきました。

酸し出す雰囲気のことを考えたとき、ある卒業生のことを思い出しました。大人になって本

当に久しぶりに幼稚園を訪れた彼は、幼稚園の扉を開け、なつかしそうに辺りを見回していま

した。そのまなざしが長い廊下のところでとまりました。そして「そうなんだよ。この廊下な

んだ」とつぶやきながら見つめ続けていたのでした。長く伸びる廊下、 6つつながっている保

育室、遠くに見える遊血戈室の入り口、見上げれぱ高い天井、天窓にステンドグラス、薄暗い光、

前"ナさといった、まさに幼稚園全体から酸し出される雰囲気そのものが大切な言己憶となってい

るのだということが、その姿からうかがえました。

保育室から庭へと出ていく戸口に小さな三段の階段があります。園庭に駆け出していくのに

はまだ少い評践する,思いのある子どもが、その小さな階段にちょこんと腰をかけ、みんなの様

子を見ていることがよくあります。その場所には暖かな日差しが当たり、いつまでもいられそ

うな気持ちになる、そんなうれしい階段です。みんなが腰をおろす場所は少しくぼんでいるよ

うにも見え、これまでに、数え切れないほどの子どもたちがここに腰をおろしただろうという

ことが推察されます。

記憶は人の中に残るものですが、それだけではなく、場そのものにも残っているということ

があるのではないでしょうか。階段に座り我が身をあずけ、ゆっくり時を過ごした言酎意は、場

の中にしっかり残0ているように,思えました。小さな階段を見ていると、「ここに座0てごらん」

という声が聞こえてくるような気がしま司、。階段は上り下りtるためのものであり、座るため

に作られたのではなか0たでしょう。でも、その階段が思わず座りたくなる場所だったこと、

そのような子どもの動きや思いを大例に受け止めたこと、そのことによって階段がうれしい階

段にな0ていったのだと考えます。

幼稚園の中には、この階段のように子どもたちによって本来の意味を超えた意味が付与され

た空問がたくさんあります。私たちは、子どもが「ここ」という場所を見つけることを大事に

する保育をしています。そのことが、子どもが場に'思いを込め、愛される空問が生まれ、うれ

しい記憶が残るというつながりを生み出したのだと考えます。子どもの思いや動きを受け止め、

共に歩む保育をこれからも重ねていきたいと,思います。

おわ り に

副園長宮里暁美
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本研究はここでーつの区切りとなりますが、今後も研究を通して明らかになったことを大切

にしながら実践を積み重ねていきたいと考えます。最後になりましたが、多くのご指導をいた

だきました講師の先生方、研究を支えてくださいました本大学の先生方、本園の教育活動や研

究を見守り支えてくださっている学校評議員の皆さま、附属学校園の先生方、環境に関わり豊

かな活動を共に創拘上げていった子どもたちゃ保護者の皆さまに心より感謝申し上げます。

ご指導いただいた先生方

東京大学大学院教育学研究科教授

聖学院大学人問福祉学部児童学科教授
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